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　平成 27 年 9 月 10 日（木）に起きた鬼怒
川の氾濫により，常総市を中心に多くの被害
がありました。被災されたＰＴＡ会員の皆様
には，心よりお見舞いを申し上げます。また，
県西Ｐ連の斎藤会長からは，すぐに状況を知
らせる電話をいただきました。大変大きな被
害がありながら，数日後に，児童生徒が全員
無事だったという報道を受け，ほっと胸を撫
で下ろしました。学校も再開したところでは
ありますが，普段の生活を取り戻すにはまだ
時間がかかるように見えます。
　私も 2 回，現地に入り被害の状況を見て来ましたが，茨Ｐ連で何ができるのかを考えさせられました。現
時点では，はっきりとした内容は決まっておりませんが，被災された単位ＰＴＡに対してできることを模索

しております。数年前のつくば市で起きた竜巻被害の際には，
県南ＰＴＡ連絡協議会において基金を設立し，被災された単
位ＰＴＡに対しお見舞い金を支出した例もございます。災害
はいつ起こるかわかりません。茨Ｐ連においても，役員，理
事の皆さんと共に対策を考えていきたいと思います。
　結びに，被災されたＰＴＡ会員，児童生徒が一日でも早く
元の生活に戻れるよう茨城県ＰＴＡ全体で支援をしてまいり
たいと思います。

（茨城県ＰＴＡ連絡協議会　会長　佐藤　秀行）

ボランティア活動の様子

泥に覆われた校庭

たすけあいの心 !
　　　　茨城県ＰＴＡ
県西地区の
　　一日も早い復興を !!
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平成２７年度　茨城県ＰＴＡ振興大会について
日　　時　平成２７年１１月２１日（土）
受　　付　１２：００　　１２：３０（開演）
場　　所　取手市民会館
住　　所　取手市東１－１－５
電　　話　０２９７－７３－３２５１
主な内容　①アトラクション　取手市立取手第二中学校
　　　　　②ＰＴＡ活動発表
　　　　　　第４８回日本ＰＴＡ関東ブロック研究大会
　　　　　　　茨城大会に向けて
　　　　　　愛の記録「第５０集入賞者による朗読」
　　　　　③基調講演
　　　　　　株式会社こうゆう　花まる学習会　松島　伸浩氏
　　　　　　演題
　　　　　　　「わが子を『メシが食える大人』にする思春期の子育て」

　ＰＴＡの基本理念は「すべては子どもたちのために」であり，その方針に沿うべく皆さんのＰＴＡ
でも日頃より様々な活動が展開されていることと思います。ＰＴＡ振興大会は，県内で活発なＰＴＡ
活動をしている単位ＰＴＡを紹介し，互いの刺激となることを目的として年に一度開催されています。

　本年度は，花まる学習会　松島伸浩氏による講演，アト
ラクション（取手二中による空手演舞），「愛の記録」朗読
などが予定されています。いずれも振興大会ならではの興
味深い内容ばかりです。
　また，いよいよ来年度は，日本ＰＴＡ関東ブロック研究
大会がここ茨城の地で開催されます。分科会・全体会等の
準備が本年度より進められており，本振興大会においてそ
の取り組みが紹介されます。１４年に一度の開催が盛大に
行われるよう，みんなで意識を高めていきましょう！
　取手にて皆さんのご来場をお待ちしております。
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茨 P 連スローガン

「子どもたちとともに築く，輝く未来のために」
～私たちのチャレンジする姿を，子どもたちに示そう～

取手二中による空手演舞

松島　伸浩氏プロフィール
　1963 年生まれ，群馬県みどり市出身。現在，スクールＦＣ代表兼花まるグループ
常務取締役。
　教員一家に育つも，私教育の世界に飛び込み，大手進学塾で経営幹部として活躍。
　36 歳で自塾を立ち上げ，個人，組織の両面から「社会に出てから必要とされる『生
きる力』を受験学習を通して鍛える方法はないか」を模索する。その後，花まる学習
会創立時からの旧知であった高濱正伸と再会し，花まるグループに入社。教務部長，
事業部長を経て現職。過去 25 年間でのべ 10,000 件以上の受験相談や教育相談の実績は，保護者からの
絶大な支持を得ている。子育て講演会，教育講演会は定員のため抽選になるほどの人気である。現在も花
まる学習会やスクール FC の現場で活躍中である。
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　７月１１日（土）大洗文化センター及び漁村センターに
おいて，茨城県ＰＴＡ連絡協議会女性ネットワーク委員会
の研修会が行われました。今年の研修会は，５人ほどのグ
ループの中で自分の意見を出し合うという，新しい形のも
のでした。内容が話し合いのため，２００名に絞っての募
集となり，参加できなかった方には申し訳なく思います。
　グループワークでの話し合いは「子どもの自尊感情を養
う」をテーマとして，小中学生の保護者に分かれて行われ
ました。リードしてくださったのは，つくば市の「子育てカ
フェ・ポムポム」の先生方で，社会教育指導員等のお仕事を持ちながら，この形の話し合いを勧
める活動をされています。分科会後の全体会では，先生方から３つの分科会の講評，質問にお答
えいただき終了となりました。参加の皆さんに記入していただいたアンケートには「話し合う時
間がもっと欲しいくらいに楽しかった」「自分たちでもやってみたい」と，肯定的な意見が多くあり，

グループワークのやり方を紹介できて良かった
と，役員皆が嬉しく思いました。このように活
発な意見交換ができるグループワークの手法が，
参加者を通して各地区・各学校にも広がり，Ｐ
ＴＡや女ネットの活性化につながれば幸いです。

この度の研修会のためにご協力いただきまし
た皆さまに，心よりお礼申し上げます。ありが
とうございました。

平成２７年度茨城県女性ネットワーク委員会研修会報告

新しい形の研修会で新しい形の研修会で
活発な意見交換！！活発な意見交換！！

・☆・★・☆・★・☆・★・☆・★・☆・★・☆・★・☆・★・☆・★・☆・★・☆・★・☆・★・☆・★・☆・★・☆・★・☆・★・☆・★・

～平成27年度地区別活動テーマ～～平成27年度地区別活動テーマ～～平成27年度地区別活動テーマ～
〈中央地区〉 〈県北地区〉 〈県東地区〉 〈県南地区〉 〈県西地区〉

「今のあなたでいい
　親も子も・・・
信頼そして絆へ」

「子どもと　　　　
　ふれあおう　　
　　深めよう　　
　　“家族の絆”」

「家庭・学校・　　
　　地域と一緒に，
親も子も　　　　
　　育ちあおう！」

「人との　　　　　
　つながりを深め，
親も子も育ちあおう !
～家庭・学校・　　

地域と共に～」

「ＰＴＡから　　　
　　ＰＴＣＡへ　
～地域との　　　
　　かかわりを　

考えよう！～」

参考になるアドバイスをくださった先生方

活発な意見交換をする参加者
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　東日本大震災で，甚大な被害を受けた北茨城市
において「安全・安心」をテーマに分科会を開催
することは，とても意味深いことと感じています。
北茨城市民は，津波によって街を破壊される恐怖
や不便な避難所での生活など，辛く厳しい経験を
致しました。しかし，一方ではその後の復旧・復
興の過程において，周りの人たちと助け合い協力
し合うことの大切さや人との繋がり・絆と言うものを強く感じまし
た。震災から 4 年が経ち，我々は様々な経験を積んでまいりました。
その経験をもとに，改めて「安全・安心」について，皆様と一緒に

考えてみたいと思っております。また，日本近代美術に多大な功績を残した岡倉天心，童謡作者の野口雨情など
の著名人や文化財，観光スポットなど北茨城市の魅力も PR できればと思っております。

（運営委員長　鉃　寿幸）

　日本には，歴史の中から生まれ，大切に守り伝
えられてきた伝統や生活の中で定着している文化
がたくさん存在します。これらは，私たちが心豊
かな生活を実現するための基盤であり財産です。
私たちの世代は，受継いできた伝統文化を確実に
次世代へ継承していく責任があります。子どもた
ちは，これら伝統文化に触れ体験することにより
豊かな心が育まれます。また，日本の素晴らしさを誇りに思い，世
界の中で日本人として生きていくために，何をどのように生かして
いくか理解し実践しながら，次世代へと伝えていく。このような思

いを胸に，この分科会を開催していこうと思っております。
（運営委員長　仲田　康人）

　第 48回日本ＰＴＡ関東ブロック研究大会茨城大会の開催が，一年後に迫りま
した。おもてなしの心で皆様をお迎えし，また茨城県ＰＴＡの結束力と底力を発
揮できるよう，実行委員会を中心に準備を進めているところです。この大会を，
私たち大人の学びの場として，あるいは交流を広げる機会と捉え，多くのＰＴＡ
会員の皆様と共に充実した実りあるものにしたいと思います。ご理解ご協力をよ
ろしくお願いいたします。

特集
第 48 回日本ＰＴＡ関東ブロック研究大会茨城大会

「自然」 からのメッセージ
～かけがえのない子どもたちの命を守るために～

「古」からのメッセージ
～世代を超えて子どもたちに守り伝えるもの～

第１分科会
安全・安心
県 北 地 区

第２分科会
伝 統 文 化
県 北 地 区

大会スローガン
歴史と未来が息づく常陸国から　伝えたい願い　伝わる想い

～愛する子どもたちへ贈るメッセージ～

五浦観光ホテル  別館 大観荘

東海文化センター

（大会実行委員長）重藤　弘之

いにしえ
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　今回のテーマは，非常に幅が広く複雑で多面的
な問題を含んでいます。そのような中，分科会で
は講演会と 2 団体の事例発表を考えています。
　近年，インターネットやスマートフォン等の普
及により，子どもたちを取り巻く環境は急速に変
化しています。それにより，ＬＩＮＥを代表とす
るソーシャルネットワーク上でのトラブル，いじ
め等が増加しています。ネットワーク上のことであるため，表面上
ではわかりづらく，保護者や先生方が把握しづらい状況となってい
ます。また，相手と顔をあわせないネット上でのコミュニケーショ

ンでは，いじめられる側（被害者），いじめる側（加害者）がその時々で入れ替わります。そのような現状では，
子どもたちが相手の立場にたって考えられる力，すなわち創造力のある「心」の育成が問題解決には大切だと考
えます。
　そのような「心」を子どもたちが育むために何が必要なのか，それを参加する皆様で考え，何かしらのヒント
を持って帰れる分科会にしていきたいと思います。

（運営委員長　　永盛　久貴）

　当分科会は，2 校のＰＴＡ活動発表と講演会を
行う予定です。
　「結」という言葉には，つなぐ，集まるという
意味があります。ＰＴＡというと「かかわりたく
ない」「やりたくない」「面倒」という，マイナス
のイメージがあるかもしれません。しかし，この
イメージというものは，ＰＴＡに対する先入観で
あって，食わず嫌いの思い込みという側面もあると思います。私は，
ＰＴＡとはどんな存在であるか考えてみました。自分の子どもは自
分ひとりで育てているのではありません。実際には，多くの人に支

えられているということに気づきます。そう考えると，ＰＴＡとは，先生と保護者だけではなく，地域の住民が
力を合わせて，子どもたちが健康に安全に，安心して学ぶ環境を作るために存在するものではないか，と考えま
した。
　子どもたちが学ぶ最適な環境，子どもたちが将来に「夢を“結ぶ”」（＝夢を見る）ことができる環境を作るた
めには，どのようなＰＴＡ活動をすればいいのか，どのように運営をすればいいのか，考えなければいけない問
題は，様々にあると思います。参加者の皆さんが，自分たちのＰＴＡ活動のヒントになる何かを見つけることが
できる分科会にできたらいいと思っています。

（運営委員長　　照沼　悦子）

「心」からのメッセージ
～思いやる気持ち・伝えたい想い・つながる心～

「結」からのメッセージ
～手を結び，心を結び，大きな力に～

第３分科会
人　　　 権
中 央 地 区

第４分科会
組 織 運 営
中 央 地 区

茨城県立県民文化センター　小ホール

ひたちなか市文化会館　小ホール

各分科会運営委員長からのメッセージをVol：１２３とVol：１２４の２回に
分けて紹介します。

むすぶ
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県内  ホッと情報　三の丸「わくわくミステリーサタデー」中央地区  

　三の丸地区では，三の丸小学校の児童を対象に，毎週
土曜日の午前中を利用し，三の丸「わくわくミステリー
サタデー」を開設しています。この活動は，平成１６年
に文部科学省により施行されました「子どもの居場所づ
くり事業」の一環として始まりました。
　現在は，地域の各種団体（三の丸自治コミュニティ連
合会・三の丸小学校・三の丸学区子ども会育成連合会・
三の丸小学校ＰＴＡ・三の丸市民センター）に，運営委
員会としてバックアップをいただき，地域ボランティア

と茨城大学の学生で，企画運営を行っています。
　七夕やお月見などの季節の行事を盛り込みながら，陶
芸・ピクニック・茶道など，子どもたちがわくわくする
プログラムが盛りだくさんとなっています。また，地域
社会全体で，心豊かでたくましい子どもたちを育ててい
くことを目的として，地域の方々との交流を大切に活動
をしています。

　（広報委員　佐々木　美夏）

県内  ホッと情報　波一（なみいち）感謝祭〜梅雨空を吹き飛ばし旧校舎へお別れ会〜　県東地区  

　この度，６月１４日（日）に開催した波崎第一中学校のイベント
は，旧校舎の解体前に，ここで学び，巣立った１５, ０００余名の
感謝の気持ちを表したいという単純な動機から始まりました。
　その後，ＰＴＡや同窓生から実行委員を募り，学校側と話し合い
を重ねた結果，旧校舎の中で落書きをしたり，給食形式の食事を取っ
たり，校庭に出店が並んだりと，徐々に規模が大きくなりました。
　お祭り気分と並行して，体育館では来賓を招いての厳粛な記念式
典もあり，旧校舎を設計してくれた会社の現在の取締役室長に感謝
状を贈呈しました。「建物が消える時に呼んでもらえたことは初め

てで，冥利」と言われて，
私も胸が熱くなりました。
　当日は，１，５２２名の
人びとが集い，交流を深め，次世代に伝統をつなぐよい
感謝祭となりました。
　開催にあたり，茨Ｐ安の基金より助成をいただいたこ
とに，改めて御礼を申し上げます。ありがとうございま
した。

（神栖市立波崎第一中学校ＰＴＡ会長　伊藤　徳也）

かさ袋ロケット上手につくれるかなぁー

飛んだ！飛んだ！わぁすご～い

たくさんの卒業生が来てくれました

式典の様子
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各地区Ｐ連・市町村Ｐ連の事業費

　あなたの善意をお待ちしております
書き損じハガキ回収活動　～会員１人１枚以上を目指して！～
お預かりした書き損じハガキは，次の目的のために使用させていただきます。
●茨城県社会福祉協議会等への寄付を通じて，福祉のために
●各地区Ｐ連・市町村Ｐ連への活動補助のために
【回収方法】　各家庭 → 学校（単Ｐ） → 市町村Ｐ連 → 茨Ｐ連

平成２７年度 茨城県ＰＴＡ振興大会 表彰式典  

日　時：平成２７年１２月５日（土）
受　付：１０時　開会：１０時３０分
場　所：ホテルレイクビュー水戸　　
住　所：茨城県水戸市宮町 1 丁目６−１
電　話：０２９−２２４−２７２７ 

表彰内容
　◆優良ＰＴＡ文部科学大臣賞
　◆日本ＰＴＡ全国協議会　会長表彰
　◆茨城県ＰＴＡ連絡協議会　会長表彰
　◆第３７回全国小・中学校ＰＴＡ広報紙コンクール表彰
　◆第２４回ＰＴＡ広報紙コンクール表彰
　◆家庭教育実践事例集第５０集「愛の記録」表彰
　◆楽しい子育て全国キャンペーン三行詩表彰
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平成 26 年度  楽しい子育て全国キャンペーン三行詩  受賞作品
小学生の部（佳作）
ままに，だれがいちばんすき？ってきくと，いっつもおなじこたえ
おねえちゃんは，とくべつ　ぼくは，たからもの　おとうとは，とっておき
ぱぱは，べっかく

小波　映太さん（筑西市立関城西小学校１年）
中学生の部（佳作）
けんかして　放置しちゃった晩ご飯　テーブル見ると温かご飯
一人で食べて涙こぼれる。

海野　綾花さん（水戸市立見川中学校３年）　



P12

2015.10.21 Vol.123

編集後記編集後記編集後記
　自分とは無縁と思っていた広報委員。お蔭様でたくさんの文章を読み，脳が大分活性化してきま
した。今年度より「われら茨 P 連」の発行は，年 2 回になります。皆様に少しでもお役に立てるよ
うな情報をお届けできるよう，広報委員みんなで頑張っています。県内の熱いＰＴＡ情報をぜひお
見逃しなく。

（広報委員　田上　秀子）

一般社団法人茨城県ＰＴＡ安全互助会 （略称（一社）茨Ｐ安）  

　（一社）茨Ｐ安では，右のようなＰＴＡ主催（共催）行事
での事故によるＰＴＡ会員の負傷に対し，共済金や見舞金を
給付することで，ＰＴＡ活動が円滑に運営されるよう支援し
ています。
　詳しくは，学校に３部ずつ配布してある「利用の手引き」
をご覧ください。

〈 今年度の状況 〉
　今年度は定時総会において，旧茨Ｐ安（任意団体）から事業と資金を引継ぎ，共済金給付事業と安全普及啓
発活動を開始したところです。新たに（一社）茨Ｐ安に加入いただいた学校 ( 幼稚園等含む ) は８１６校でした。
　４～７月時点における事故発生状況は３６件で，内訳は以下のとおりです。
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負傷した部位は
下肢が半分を占
め，次に上肢が
16%，次いで手
指，頭部が同率
の 8% という状
況です。
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症状では骨折が
約１／３を占め，
次いで筋・腱の
断裂が 16%，捻
挫・肉離れが同
率 で 8% と な っ
ています。

　香料見舞金の給付件数は５６件となっております。
※安全普及啓発活動への助成について，申請様式をホームページにアップいたしました。申請内容の承認審査

を理事会にて行うため，遅くとも事業実施２か月前には申請していただけますようお願いいたします。

茨城県ＰＴＡ基金管理機構  
　平成２２年に設立された本会は，主に厚生援助金や教育振興助成金の給付をしてきました。

　これまで，平成２３年の「東日本大震災」と平成２４年の「県南地方を中心とする竜巻被害」に対して

は，茨城県ＰＴＡ連絡協議会の分担金及び茨城県ＰＴＡ安全互助会の負担金から緊急援助金として，総額

５, ４１６万円を支給してきました。

　この度の「関東・東北豪雨」により鬼怒川の堤防が決壊するなど，常総市をはじめとして県内各地で大

水害が発生しました。幼稚園・小・中・特別支援学校の施設等や子どもたちの自宅も被災し，教育活動に

も大きな影響が出ていることから，今回の大水害でも支援を予定しています。

　被災した各単位ＰＴＡに対し，今月末までには支援に関する文書と共に「支援金申請書」を送付いたし

ます。支援金の適切なご活用並びに一日も早い復興を願っております。なお，今回の支援の対象は，一般

社団法人茨城県ＰＴＡ安全互助会の加入校とさせていただきました。

（代表理事　佐藤　雅義）

PTA主催の奉仕作業でケガを
した。

PTA主催のバレーボール大会
でアキレス腱を切断した。

学校・PTA共催の運動会に行く
途中自転車で転んでケガをした。


